
真空エッセイ 「詩と神話」 

わたしは、四国九州を自転車で横断・半周して宮崎間青島に立ち寄った時に衝撃を受けた 17 歳の時から、突

然、詩を書き始めた。 

以来、自分の根幹を成しているのが詩だと思って生きてきた。昨年 3 月末に上智大学を定年退職して、いっそ

うどんどん 17 歳の頃に戻っていっている感じがする。そして、この 5 年間で、7 冊も詩集を出してしまったの

である（ただし、6 冊目と 7冊目はこれからであるが……）。 

１，『常世の時軸』（思潮社、2018年7月17日刊）＊ちなみに、7月17日は、奈良県吉野郡天川村坪ノ内鎮座の天

河大辨財天社の例大祭の日でその日に合わせて奉納出版。 

２，『夢通分娩』（土曜美術社出版販売、2019年7月17日刊） 

３，『狂天慟地』（土曜美術社出版販売、2019年9月1日刊） 

４，『絶体絶命』（土曜美術社出版販売、2022年5月30日刊） 

５，『開』（土曜美術社出版販売、2023年2月2日刊）＊天河大辨財天社の特殊神事「鬼の宿」の日に合わせて奉

納出版。 

６，『悲嘆とケアの神話論―須佐之男と大国主』（春秋社、2023年5月3日刊予定） 

７，『いのちの帰趨』（港の人、2023年6月か7月に刊行予定） 

 なぜ、このようなことになったのか？ 

 じつは、そのことは、わたしの中での「宗教信仰復興」と「宗教信仰の覚醒」と大いに関係がある。 

 わたしは宗教を構成する基本三要素を、 

① 神話（教えを含む）と、儀礼（修業を含む）と、聖地（宗教施設を含む） 

の三つだと考えてきたが、その「神話」の根幹が「詩」であるとの思いが日増しに募り、ついに、自分で「神

話詩」を書き進めねば収まらなくなったというわけである。それがわたしの中でのもっとも核心的な「宗教信

仰復興」であり、「宗教信仰の覚醒」で、その原点が自分のライフヒストリーの中では17歳の春の青島体験だっ

たということになる。 

だから、「詩」を書きながら、原点回帰し、かつ自分の中の宗教性を「復興」というか、「賦活」させている

と思う。そんな矢先にステージⅣの大腸がん（盲腸癌・上行結腸癌）になって50センチほど上行結腸を切除す

る手術をして1ヶ月ほど入院していたが、2度にわたる入院と自宅待機の間に、上記６の『悲嘆とケアの神話論

―須佐之男・大国主』（春秋社）と『いのちの帰趨』（私家版、7月に港の人から出版予定）を、自分でも驚くほ

どのスピードで、あっという間に書き上げた。 

手術後乳糜腹水という合併症になって退院が遅れ、2週間の絶食療法の治療の間、自分を支えていたのは「信

仰」というより「詩」である。もちろん、その「詩」はわたしの「信仰」と切り離せないものだが、呼吸する

ように「信仰」が生きた息吹となるためには「詩」が生れてくる必要があり、それが「絶食」の中での最大の

「栄養」となって、わたしを支えてくれたのである。 

そして、その絶食療法中の入院生活の間に、第五詩集『開』（土曜美術社出版販売、2023年2月2日刊）が出来

上がって、妻が届けてくれた。表紙の対馬の和多都美神社の海中鳥居を目にした途端、どこか、扉が開くのを

感じたが、これにより、入院生活がずいぶん楽になった。主治医の木下浩一先生（副院長・外科部長）とチャ

プレンの宮川裕美子牧師には詩集を献本し、いつどうなってもいいや、という覚悟も生まれた。そして、その

後しばらくして退院できたのである。 

入院中に出来た3つの詩集、がんが告知する前に書いていた第五詩集『開』と、がん告知後にまとめた第六詩

集に当る『悲嘆とケアの神話論』と、第七詩集の『いのちの帰趨』で、わが「神話詩」はひとつの収まりを得

て、後は野となれ山となれという「犬も歩けば棒に当たる～捕らぬ狸の皮算用」（＝犬棒トラタヌ人生）を生き

ている。 
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